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(54)【発明の名称】 電子内視鏡手術装置

(57)【要約】
【課題】  滅菌処理の必要なケーブル類の少ない電子内
視鏡手術装置とする。
【解決手段】  モニタ２０をスコープ３０の上部側に配
置する。モニタ２０とスコープ３０をアーム８０により
固定する。スコープ３０を導管３１によりプロセッサ４
０に接続する。モニタ２０とスコープ３０内に駆動電源
として電池を設ける。スコープ３０で撮影された画像を
プロセッサ４０に送る。プロセッサ４０で画像信号を生
成する。またプロセッサ４０内で画像信号にテレメトリ
無線方式による変調処理を施し、圧縮搬送画像信号とす
る。圧縮搬送画像信号は送信部から無線送信される。受
信部２２１、２２２は圧縮搬送画像信号を受信する。モ
ニタ２０内で圧縮搬送画像信号に復調処理を施し、画像
信号とする。画像表示部２１は画像信号に応じた画像を
表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体内に光を照射する照射部と、
前記照射部に光を導くライトガイドと、
前記生体内からの反射光を受光して受光量に応じた電荷
信号を出力する撮像素子とを有するスコープと、
前記スコープが接続され、
前記ライトガイドに光を出射する光源部と、
前記電荷信号に所定の画像処理を施し、画像信号として
出力する画像処理部と、
前記画像信号に所定の変調処理を施し、搬送画像信号と
して無線送信する送信部とを有するプロセッサと、
前記搬送画像信号を受信して、所定の復調処理を施し、
受信画像信号として出力する復調部と、
前記受信画像信号に応じて前記生体内の画像を表示する
画像表示部とを有するモニタとを備えることを特徴とす
る電子内視鏡手術装置。
【請求項２】  前記所定の変調処理と前記所定の復調処
理とが、テレメトリ無線方式による処理を含むことを特
徴とする請求項１に記載の電子内視鏡手術装置。
【請求項３】  前記所定の変調処理と前記所定の復調処
理とが、赤外線無線方式による処理を含むことを特徴と
する請求項１に記載の電子内視鏡手術装置。
【請求項４】  前記送信部が前記搬送画像信号を赤外線
信号として送信する赤外発光素子を有し、前記受信部が
前記赤外線信号を受信する赤外線センサを有し、前記赤
外線センサが前記モニタにおいて１箇所または複数箇所
に設けられることを特徴とする請求項３に記載の電子内
視鏡手術装置。
【請求項５】  前記プロセッサがさらに電池を有し、前
記電池から供給される電力により前記プロセッサと前記
スコープが駆動されることを特徴とする請求項１に記載
の電子内視鏡手術装置。
【請求項６】  前記モニタがさらに電池を有し、前記電
池から供給される電力により前記モニタが駆動すること
を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡手術装置。
【請求項７】  前記スコープが前記生体内の手術部位に
挿入された状態で固定され、前記モニタが前記スコープ
より上部側で固定され、前記画像表示部に表示される前
記画像が、前記手術部位を観察する方向と同じ観察方向
で観察可能であることを特徴とする請求項１に記載の電
子内視鏡手術装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡下外科手術
に用いる電子内視鏡手術装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、外科的に開腹するよりも小さな侵
襲で処置可能な手術として、生体の２～３個所に挿入口
を開け、この挿入口にスコープ、手術用処置具を挿入し
ておこなう内視鏡下外科手術が知られ、これに用いられ
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る電子内視鏡手術装置が開発されている。この電子内視
鏡手術装置は、生体内に挿入され撮影をおこなうスコー
プと、スコープから送られる画像信号に対して種々の処
理等を行うプロセッサと、生体内画像を表示するモニタ
と、各装置を接続するケーブル類等からなるが、これら
の各装置は、清潔さが要求される手術室内に設置される
ため、開腹手術に用いられる器具と同一の清潔さが要求
される。
【０００３】したがって、電子内視鏡手術装置には手術
に先だって清潔にするための準備処理が施される。例え
ば各装置に薬剤を塗布して滅菌処理を施したり、または
故障の原因となるために薬剤を直接塗布できないものに
ついては、滅菌されたカバーを被せる等の処理が施され
る。ところがこの準備処理を各装置のみならず、各装置
を接続するケーブル類についてまで施すことは、非常に
煩雑であるという問題があった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は以上の問題点
を解決するものであり、モニタとプロセッサとを接続す
るケーブル類の滅菌処理をすることなく内視鏡下外科手
術の実施が可能な内視鏡手術装置を得ることを目的とす
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡手術
装置は、生体内に光を照射する照射部と、照射部に光を
導くライトガイドと、生体内からの反射光を受光して受
光量に応じた電荷信号を出力する撮像素子とを有するス
コープを備える。このスコープはプロセッサに接続され
る。プロセッサはライトガイドに光を出射する光源部
と、電荷信号に所定の画像処理を施し、画像信号として
出力する画像処理部と、画像信号に所定の変調処理を施
し、搬送画像信号として無線送信する送信部とを有す
る。またモニタは、搬送画像信号を受信して、所定の復
調処理を施し、受信画像信号として出力する復調部と、
受信画像信号に応じて生体内の画像を表示する画像表示
部とを有する。このように本発明の電子内視鏡手術装置
は、プロセッサとモニタ間とにおいて無線により送受信
を行う。したがって、モニタはスコープおよびプロセッ
サに接続するケーブル類を有しない。
【０００６】例えば、所定の変調処理と前記所定の復調
処理として、テレメトリ無線方式による処理を含む。ま
たは赤外線無線方式による処理を含む。赤外線方式によ
る処理を含むとき好ましくは、送信部が搬送画像信号を
赤外線信号として送信する赤外発光素子を有し、受信部
が赤外線信号を受信する赤外線センサを有し、赤外線セ
ンサがモニタにおいて１箇所または複数箇所に設けられ
る。
【０００７】好ましくはプロセッサがさらに電池を有
し、電池から供給される電力によりプロセッサとスコー
プが駆動される。また好ましくはモニタがさらに電池を
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有し、電池から供給される電力によりモニタが駆動す
る。これにより商用電源からの電力を供給するためのケ
ーブルが不要となる。
【０００８】好ましくは、スコープが生体内の手術部位
に挿入された状態で固定され、モニタがスコープより上
部側で固定され、画像表示部に表示される画像が、手術
部位を観察する方向と同じ観察方向で観察可能とする。
内視鏡下外科手術において、手術部位を観察する方向
と、モニタを観察する方向とを一致されることにより違
和感なく手術を行うためである。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して説明する。図１は本発明の第１の実施
形態が適用された電子内視鏡手術装置を用いた手術の様
子を俯瞰して模式的に示す図である。
【００１０】電子内視鏡手術装置はモニタ２０、スコー
プ３０、プロセッサ４０から構成される。本実施形態で
は、手術者１２が手術部位の方向を見ながら内視鏡下外
科手術を行うことができるように、モニタ２０はスコー
プ３０が挿入される手術部位の上部側に固定される。
【００１１】手術台１０上には患者１１が寝かされ、そ
の側方には手術者１２が立つ。手術者１２の位置に対し
て手術台１０を挟んだ反対側には、プロセッサ４０が設
置され、プロセッサ４０を操作可能な位置に介助者１３
が立つ。その他、手術台１０の周りには麻酔器５０、手
術用処置具等を配置する配置台６０が設けられ、麻酔器
５０の側方には麻酔医１４が、配置台６０の側方には助
手１５が位置し、それぞれ作業を行う。
【００１２】患者１１の手術部位である胸部付近の上部
側には、モニタ２０が設置される。モニタ２０はアーム
８０により保持され、患者１１の手術部位から所定間隔
だけ離れた位置に固定される。モニタ２０の上面には画
像表示部２１が設けられ、手術者１２はモニタ２０の画
像表示部２１を観察可能である。モニタ２０上において
画像表示部２１の側方には後述する受信部２２１、２２
２が設けられる。
【００１３】モニタ２０の下部側にはスコープ３０が設
けられる。、スコープ３０は、挿入部先端を患者１１の
体内に挿入した状態でアーム８０により固定される。ス
コープ３０は可撓性の導管３１を有し、導管３１はプロ
セッサ４０に着脱自在に接続される。なお、本実施形態
においてはモニタ２０とスコープ３０とを接続する信号
ケーブル類、およびモニタ２０とプロセッサ４０とを接
続する信号ケーブル類は設けられない。
【００１４】図２は、手術者１２を正面として見た図１
の手術の様子を示した模式図である。患者１１には、手
術部位Ｂに向かってスコープ用挿入孔１１１と、手術器
具用挿入孔１１２が開けられる。スコープ用挿入孔１１
１にはトラカール７０が通される。トラカール７０をス
コープ３０が挿通し、スコープ３０の先端が手術部位Ｂ
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に到達する。また同様に手術器具用挿入孔１１２にはト
ラカール７１が通される。このトラカール７１内に手術
器具（図示せず）を挿通させ、手術部位Ｂに処置を施す
ことが可能である。
【００１５】アーム８０は、手術台１０に対し略平行に
延びる第１のアーム部８１、第２のアーム部８２とを有
する。第１のアーム部８１はスコープ３０を着脱可能に
保持し、第２のアーム部８２はモニタ２０を着脱可能に
保持する。第１のアーム部８１および第２のアーム部８
２の端部は支柱８３に取付けられ、支柱８３は手術台１
０に固定される。第１のアーム部８１、第２のアーム部
８２の支柱８３における取付位置は調整可能である。ま
た第２のアーム部８２は継手８２１を有し、モニタ２０
を図中破線で示す位置まで跳ね上げることができる。
【００１６】以上のように、モニタ２０をスコープ３０
が挿入される手術部位Ｂ上に固定することにより、手術
者１２は手術部位Ｂ方向を見ながら手術をすることがで
きる。すなわち、手術器具等により処置を施す方向と、
画像を観察する方向とが同じ方向にあるので、違和感な
く内視鏡下外科手術を行うことができる。
【００１７】図３は電子内視鏡手術装置のスコープ３
０、プロセッサ４０の回路構成を示すブロック図であ
る。本実施形態の電子内視鏡手術装置では、上述のよう
にスコープ３０またはプロセッサ４０と、モニタ２０と
を接続するケーブル類は設けられない。スコープ３０、
プロセッサ４０で生成、処理された画像信号は無線送信
によりモニタ２０側に送信される。
【００１８】スコープ３０の先端側には対物光学系とＣ
ＣＤとを備える撮像センサ３２が設けられる。またスコ
ープ３０内には、生体内を照射する光をスコープ３０の
先端側に送るためのライトガイド３３が挿通され、ライ
トガイド３３はスコープ３０の先端にまで延びて、先端
の出射端から照射光を照射する。
【００１９】スコープ３０がプロセッサ４０に接続され
ると、ライドガイド３３の入射端３３Ａは、プロセッサ
４０内に設けられるキセノンランプあるいはハロゲンラ
ンプ等の白色光源を備える光源部４１に光学的に接続さ
れる。ライトガイド３３の入射端３３Ａと光源部４１と
の間にはＲＧＢ回転フィルタ（図示せず）が設けられ
る。
【００２０】ＲＧＢ回転フィルタは円板状であり、周方
向に所定の間隔をおいて、赤色（Ｒ）フィルタ、緑色
（Ｇ）フィルタ、青色（Ｂ）フィルタが設けられる。光
源部４１が光を照射した状態に置いて、ＲＧＢ回転フィ
ルタは所定の回転速度で回転する。これにより、ライト
ガイド３３の入射端３３Ａの端面にはＲＧＢ各色が順次
入射する。ＲＧＢ各色の光は順次、ライトガイド３３の
出射端側に導かれ、生体内を照射する。
【００２１】生体内に照射されたＲＧＢ各色の反射光は
順次、撮像センサ３２に到達する。撮像センサ３２内の
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ＣＣＤからは、ＲＧＢ各色光の受光量に応じた、各色の
１フレーム分のアナログ画素信号が順次出力され、プロ
セッサ４０に送られる。撮像センサ３２からのアナログ
画素信号の読出しは、スコープ３０内に設けられたＣＣ
Ｄドライバ３４によって行われる。ＣＣＤドライバ３４
はプロセッサ４０内のタイミングコントロール回路４４
の制御により駆動する。
【００２２】プロセッサ４０では、スコープ３０から送
られたＲＧＢ各色の１フレーム分のアナログ画素信号が
初段信号処理回路４２に入力される。初段信号処理回路
４２では、アナログ画素信号に対して増幅処理、Ａ／Ｄ
変換処理等が施される。デジタル化された各色の画素信
号は画像メモリ４３に一時的に格納される。
【００２３】画像メモリ４３に格納された各色のデジタ
ル画素信号は同時に読み出され、後段信号処理回路４５
に入力される。後段信号処理回路４５では、タイミング
コントロール回路４４によって生成された同期信号がデ
ジタル画素信号に付加され、１フレーム分の画像信号が
生成される。また後段信号処理回路４５により画像信号
はコントラスト調整、輪郭強調等の処理が施される。そ
の後、画像圧縮回路４６に送られる。
【００２４】画像圧縮回路４６では、画像信号に対して
ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ等の画像圧縮処理手段により圧縮処
理が施され、圧縮画像信号が生成される。圧縮画像信号
は、変調回路４７に送られ、所定の変調処理を施されて
圧縮搬送画像信号として出力される。圧縮搬送画像信号
は帯域フィルタ（図示せず）で所定の帯域制限が行われ
た後、送信部４８により無線送信される。この変調、送
信方式として、微弱な電波を使用し、心電図検査装置等
に一般的に用いられるテレメトリ無線方式が採用され
る。
【００２５】システムコントロール回路４９はスコープ
３０、プロセッサ４０の全体を制御する回路であり、中
央処理演算ユニット（ＣＰＵ）を備え、光源部４１、タ
イミングコントロール回路４４、後段信号処理回路４
５、画像圧縮回路４６、変調処理回路４７へ制御信号が
送られ、各回路が制御される。また、システムコントロ
ール回路４９には電池４０１がＤＣ／ＤＣコンバータ４
０２を介して接続されており、システムコントロール回
路４９により、各回路に電力が供給される。
【００２６】プロセッサ４０にはフロントパネル４０３
が設けられる。フロントパネル４０３には種々の表示灯
や、プロセッサ４０の主電源スイッチ、光源部４１の白
色光源の点灯を調整するための点灯スイッチ等、種々の
スイッチが設けられる。点灯スイッチからの信号に基づ
いてシステムコントロール回路４９は光源部４１に制御
信号を出力する。
【００２７】次にモニタ２０の回路構成を説明する。図
４はモニタ２０の回路構成を示すブロック図である。
【００２８】プロセッサ４０の送信部４８（図３参照）
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から無線送信された圧縮搬送画像信号は、受信部２２
１、２２２により受信される。受信された圧縮搬送画像
信号は帯域フィルタ（図示せず）によりフィルタ処理が
施されその後、復調処理回路２３に入力される。復調処
理回路２３では圧縮搬送画像信号に復調処理が施され、
圧縮画像信号として出力される。なお、モニタ２０側の
復調、受信方式においてもテレメトリ無線方式が採用さ
れる。
【００２９】圧縮画像信号は画像伸張回路２４に入力さ
れる。画像伸張回路２４では、圧縮画像信号に対して画
像伸張処理が施され、画像信号が復元される。画像信号
は受信側信号処理回路２５に入力され、増幅処理等の処
理が施される。
【００３０】受信側システムコントロール回路２７は復
調処理回路２３から圧縮画像信号を読出し、受信側タイ
ミングコントロール回路２６に送る。受信側タイミング
コントロール回路２６は、圧縮画像信号から同期信号を
抽出し、受信側信号処理回路２５に送る。受信側信号処
理回路２５では、画像信号と同期信号が重畳され１フレ
ーム分の画像信号とされ、Ｄ／Ａ変換等の処理が施され
た後、画像表示部２１に出力される。画像表示部２１で
は画像信号に応じた画像が表示される。
【００３１】受信側システムコントロール回路２７は、
モニタ２０全体を制御する回路であり、中央処理演算ユ
ニット（ＣＰＵ）を備え、復調処理回路２３、画像伸張
回路２４、受信側信号処理回路２５、受信側タイミング
コントロール回路２６へ制御信号を送り、各回路を制御
する。また、受信側システムコントロール回路２７には
電池２０１がＤＣ／ＤＣコンバータ２０２を介して接続
されており、受信側システムコントロール回路２７によ
り、各回路に電力が供給される。
【００３２】以上のように無線によって、スコープ３
０、プロセッサ４０で生成された画像信号をモニタ２０
側に送信ことにより、モニタ２０とプロセッサ４０とを
接続するケーブル類を設ける必要がない。これにより滅
菌処理の手間が軽減され、迅速に内視鏡下外科手術を開
始することが可能となる。また、無線方式として微弱電
波を使用するテレメトリ方式を採用するので、生体に対
する影響は極めて少ない。さらにモニタ２０、プロセッ
サ４０内それぞれに電池２０１、４０１が設けられるた
め、電子内視鏡手術装置は商用電源に接続される必要が
なく、商用電源接続用のケーブル類の滅菌処理も必要な
い。
【００３３】次に図５、図６、図７を用いて第２の実施
の形態について説明する。第２の実施形態では無線方式
として赤外線無線方式を採用する。その他の構成につい
ては第１の実施形態と略同様であり、同じ構成要素には
第１の実施形態と同じ符号を付している。
【００３４】図５は第２の実施形態が適用されたモニタ
２００を示す斜視図である。モニタ２００には、後述す
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るプロセッサ４００に設けられる赤外送信部４４８から
の赤外圧縮搬送画像信号を受信する赤外受信部が複数箇
所に設けられる。
【００３５】モニタ２００の画像表示部２１が設けられ
る上面において、画像表示部の長手側方向に沿って第１
の赤外受信部（赤外線センサ）２２３と第２の赤外受信
部２２４が設けられる。さらにモニタ２００には、図中
正面である第１モニタ側面２０３の略中央において長手
方向に延びる第３の赤外受信部２２５が設けられ、図中
右側面である第２モニタ側面２０４には同様に略中央に
おいて長手方向に伸びる第４の赤外受信部２２６が設け
られる。同様に図中背面である第３モニタ側面２０５に
おいて第５の赤外受信部２２７（図７参照）、図中左側
面である第４モニタ側面２０６において第６の赤外受信
部２２８（図７参照）が略中央に設けられる。以上のよ
うに上面に２箇所、第１～第４のモニタ側面２０３～２
０６において１箇所ずつ（計６箇所）において第１～第
６の赤外受信部が設けられる。なお、この赤外受信部の
数、設けられる位置は上述の例に限られるものではな
く、例えば、モニタ底面に赤外受信部を設けても良い。
【００３６】図６は第２の実施形態が適用されたスコー
プ３０、プロセッサ４００の回路構成を示すブロック図
である。第２の実施形態では赤外線無線方式を採用する
ため、変調方式処理回路、送信部の構成が第１の実施形
態と異なる。その他の構成は同様であるため、説明を省
略する。
【００３７】画像圧縮処理回路４６からは圧縮画像信号
が出力され、赤外変調回路４４７に入力される。赤外変
調回路４４７では圧縮画像信号に対して、赤外線無線方
式に応じた所定の変調処理が施され、赤外圧縮搬送画像
信号として出力される。赤外圧縮搬送画像信号は帯域フ
ィルタ（図示せず）で所定の帯域制限が行われた後、赤
外送信部４４８に送られる。赤外送信部４４８には赤外
発光素子が用いられ、赤外送信部４４８からは赤外圧縮
搬送画像信号が近赤外線として無線送信される。
【００３８】図７は第２の実施形態を適用したモニタ２
００の回路構成を示すブロック図である。プロセッサ４
００の赤外送信部４４８（図６参照）から無線送信され
た赤外圧縮搬送画像信号は赤外線センサである第１～第
６の赤外受信部２２３～２２８により受信される。受信
された赤外圧縮搬送画像信号は帯域フィルタ（図示せ
ず）によるフィルタ処理が施され、その後赤外復調処理
回路２２９に入力される。赤外復調処理回路２２９で
は、赤外圧縮搬送画像信号に対して赤外線無線方式に応
じた所定の復調処理が施され、圧縮画像信号として出力
される。以下の信号処理は第１の実施形態と同じであ
る。
【００３９】以上のような第２の実施形態によれば、赤*
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*外線無線方式を採用することにより、外光雑音に強く、
誤作動の少ない送受信を行うことができる。またモニタ
２００上に赤外受信部を複数箇所に設けることにより、
遮蔽物による送受信の妨害を回避することができる。
【００４０】なお、第１、第２の実施の形態において
は、手術部位に挿入されるスコープ３０の上部側にモニ
タ２０を設置して、手術部位Ｂ方向を見ながらモニタ２
０を観察可能としたが、図８に示すように無線送受信可
能な範囲であれば、モニタ２０を手術台１０から離れた
位置に設置してもよい。なお、第１、第２の実施形態に
おいては、面順次撮像方式の電子内視鏡手術装置として
説明したが、いわゆる同時撮像方式の電子内視鏡手術装
置としてもかまわない。
【００４１】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、電子内視
鏡手術装置において、モニタとプロセッサとを接続する
ケーブル類は設けずに、モニタ画面上に生体内画像を表
示することが可能である。したがってケーブル類の滅菌
処理の手間が軽減され、内視鏡下外科手術を迅速に開始
することが可能な電子内視鏡手術装置を得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】電子内視鏡手術装置が用いられた手術の様子を
俯瞰した模式図である。
【図２】図１の側面図である。
【図３】第１の実施形態が適用されたスコープ、プロセ
ッサのブロック図である。
【図４】第１の実施形態が適用されたモニタのブロック
図である。
【図５】第２の実施形態が適用されたモニタの斜視図で
ある。
【図６】第２の実施形態が適用されたスコープ、プロセ
ッサのブロック図である。
【図７】第２の実施形態が適用されたモニタのブロック
図である。
【図８】第１の実施形態が適用された電子内視鏡手術装
置の他の配置例を示す図である。
【符号の説明】
２０  モニタ
２１  画像表示部
２３  復調処理回路
３０  スコープ
３１  導管
４０  プロセッサ
４７  変調処理回路
４８  送信部
２２１、２２２  受信部
４４８  赤外送信部
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